
■概要

愛知県警察本部 生活安全部 生活安全
総務課（以下「生活安全総務課」)は、「安
心」して暮らせる「安全」な愛知の確立を
目指し、犯罪の抑止対策に取り組んでい
る。
平成28年2月、愛知県警察ではクラウド
GISサービス「ArcGIS Online」を利用し
た地域住民向けの犯罪・交通事故発生
情報公開システム「安心・安全マップ」（以
下「安心・安全マップ」）の運用を開始し、
愛知県警察本部のホームページ上に公
開した。
マップ公開後は犯罪や交通事故の発生
情報が地図上で確認できるようになり、閲
覧者数も増加傾向にある。また、地域での
防犯・交通安全対策につながることが期
待されている。

■背景

愛知県内の平成27年の侵入盗と自動車
盗の被害件数は、全国ワースト1位（※）と
なっており、地域住民に向けた安全対策の
ための情報発信が求められていた。こうし
た背景のもと、犯罪・交通事故発生情報公
開システムが構築されることとなった。「安

心・安全マップ」を用いることで、愛知県警
は、警察内部で管理するデータを外部委
託業者に手渡すことなく、スピーディーに庁
内で更新する「自庁内更新型情報公開シ
ステム」の実現が可能となった。

■ArcGIS採用の理由

生活安全総務課が運用を開始した「安
心・安全マップ」では、犯罪分析を行う「犯
罪分析システム（庁内システム）」と、その
分析結果を地域住民向けに情報公開する

「外部公開システム」の2つのシステムを
導入している。

ArcGIS for Desktop
犯罪分析システムの構築には、「ArcGIS 
for Desktop」とその分析ツールを採用
した。
その際、採用の決め手となったのは、時
間・位置・属性情報を含む時系列データ
を効果的に可視化し、分析することができ
る「Tracking Analyst」をはじめ豊富な
分析ツール群の存在であった。

ArcGIS Online
「外部公開システム」の構築には、クラウド
GISサービス「ArcGIS Online」を採用し
た。採用の理由は、概ね次のとおりである。

（1） 	サーバーやソフトウェアを設置するこ
となく、組織専用のWebサイトやアカ
ウントの管理、マップの作成や共有な
ど、さまざまなサービスをすぐに開始
できる。

（2） 	ベースマップ（背景地図）や多種多様
なアプリが提供されており、メンテナ
ンスのコストや時間を低減できる。
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可能に
・事件･事故の多発地域や発生時間帯について

地域住民が簡単に確認可能に

活用事例

犯罪・交通事故情報を住民に公開することにより、
防犯・交通安全対策に貢献

ArcGIS Onlineで犯罪・交通事故発生情報公開システム 
「安心・安全マップ」の運用を開始
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（3）	自庁内でマップデータの更新及び一
般公開の処理を行えるため、警察内
部で管理する情報を外部委託業者
に手渡す必要がない。

■導入手法

犯罪分析システム
犯罪分析システムは、概ね「ArcGIS for 
Desktop」と次の分析ツールで構成され
ている。

（1）	ArcGIS Spatial Analyst for 
Desktop　: 密度分析による犯罪パ
ターン分析を行うことができる。

（2）	ArcGIS Network Analyst for 
Desktop　: 経路分析・到達エリア
分析を行うことができる。

（3）	ArcGIS Tracking Analyst for 
Desktop　: 時系列犯罪データの可
視化と分析を行うことができる。

外部公開システム
初期構築に当たっては、マップの画面デザ
インに配慮した。「安心・安全マップ」は、
地域住民向けのマップであるため、老若
男女が利用することを想定して、シンプル
かつ分かりやすい見栄えと簡便な操作性
を求めた。「ArcGIS Online」上で提供さ
れている多種多様なアプリの中から現在
のデザインを選択した。
また、犯罪発生情報の表現方法を密度分
布図とし、被害者が特定されないよう工夫
している。
さらには、「ArcGIS Online」上のマップの
データの更新作業の効率化を図るため、株
式会社オージス総研の開発した自動化ツー
ルを導入した。この自動化ツールを利用する
ことで、マップ上に新たに追加するポイント
データや分布図データをパッケージ化し、自
動でアップロードすることが可能となった。

■導入効果

閲覧数の増加
「安心・安全マップ」は、運用開始直後か
ら中日新聞に記事が掲載されるなど、徐々
に認知度を高めている。閲覧者数も増加
傾向にあり、上々の滑り出しといえよう。

防犯・交通安全対策に貢献
「安心・安全マップ」には、大きく分けて
（1）	犯罪発生情報（「侵入盗」「自動車盗」

等の主要7罪種を密度分布図で表示）
（2）	不審者等情報（「声かけ」「つきまと

い」等の事案を発生分布図で表示）
（3）	交通事故発生情報（「死亡・重傷事

故」等を発生分布図で表示）
の3つのマップがあり、犯罪や交通事故の
発生情報が地図上に表示され、事件･事
故の多発地域や発生時間帯グラフなど
を、地域住民が分かりやすく確認すること
ができる。
いつどこでどのような犯罪・交通事故が起
こっているかを地域住民に公開することに
より、地域での安全への意識を高め、パト
ロール等の防犯・交通安全対策につなが
ることが期待されている。

■今後の展望

愛知県では、平成27年度から新たに策定
した「あいち地域安全戦略2017」に基づ
き、「刑法犯認知件数を毎年減少させる
とともに、安全に安心して暮らせる社会の
実現」を目指し、地域住民と連携した安全
なまちづくりの推進に精力的に取り組ん
でいる。
この目標を達成するために、特に重点的に
取り組むべき3つ基本戦略が設定されて
いる。

（1）	防犯意識の高揚と地域防犯力の向
上 

（2）	犯罪の起きにくい社会づくり 
（3）	県民の安心・安全を脅かす犯罪への

対策 
これらの基本戦略を推進するための手段
の一つとして、さらなるGISの活用が期待
されている。

※出典
　警察庁刑事局捜査支援分析管理官
　「犯罪統計資料 平成27年1～12月分【確定値】」

愛知県警「安心・安全マップ」

SCS17-08-01-1701


